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ア
ル
ズ
ー（
二
柱
）―
―
ラ
オ
ズ
ー
ズ
ー（
老
柱
柱
）の
弟
。
カ
オ

リ
ャ
ン（
高
梁
）と
ユ
ー
ジ
ャ
オ（
玉
茭
）の
叔
父
。

イ
ン
ラ
ン（
銀
蘭
）―
―
ジ
ン
ラ
ン（
金
蘭
）の
妹
。

ウ
ー
チ
ェ
ン
ア
ル
フ
オ（
五
成
児
货
）―
―
バ
ン
ニ
ュ（
板
女
）の

夫
。

ウ
ー
グ
ー
タ
ン（
五
圪
蛋
）―
―
年
老
い
た
独
身
男
。

ウ
ー
グ
ー
タ
ン（
五
圪
蛋
）の
叔
母
。

ウ
ェ
ン
シ
ャ
ン（
温
善
）の
女
房
―
―
地
主
の
ウ
ェ
ン
シ
ャ
ン
の

女
房
。
ホ
ホ（
和
和
）の
母
親
。
グ
イ
ジ
ュ（
貴
挙
）の
愛
人
。

ウ
ェ
ン
ハ
イ（
温
孩
）―
―
ダ
ー
ゴ
ウ（
大
狗
）と
シ
ャ
オ
ゴ
ウ（
小

狗
）の
父
親
。
自
分
の
考
え
を
持
た
な
い
男
。

ウ
ェ
ン
ハ
イ（
温
孩
）の
女
房
―
―
ダ
ー
ゴ
ウ（
大
狗
）と
シ
ャ
オ

ゴ
ウ（
小
狗
）の
母
親
。
フ
ウ
ニ
ュ
ウ
の
愛
人
。

ウ
ェ
ン
パ
オ（
温
宝
）―
―
中
年
の
独
身
男
。
口
が
達
者
で
歌
が

う
ま
い
。

ウ
ェ
ン
ホ
ホ（
温
和
和
）―
―
ナ
イ（
奶
）あ
ん
ち
ゃ
ん
。
ホ
ホ（
和

和
）と
も
呼
ば
れ
る
。

大お
お

ア
ゴ（
大
下
巴
）―
―
公
社
の
水
利
を
管
理
す
る
幹
部
。

会
計
係
―
―
温
家
窰
村
の
財
政
を
握
る
人
。

カ
オ
リ
ャ
ン（
高
梁
）―
―
ラ
オ
ズ
ー
ズ
ー（
老
柱
柱
）の
長
男
。

ユ
ー
ジ
ャ
オ（
玉
茭
）の
兄
。

グ
ァ
ン
グ
ァ
ン（
官
官
）―
―
年
老
い
た
独
身
男
。
目
が
見
え
な

い
。
占
い
が
で
き
、
温
家
窰
村
の
賢
人
。

グ
イ
ジ
ュ（
貴
挙
）じ
い
さ
ん
―
―
年
老
い
た
独
身
男
。
解
放

前
は
地
主
の
ウ
ェ
ン
シ
ャ
ン（
温
善
）に
雇
わ
れ
て
い
た
作

男
。
そ
の
後
、温
家
窰
村
で
家
畜
の
放
牧
と
飼
育
の
係
に
な
る
。

ウ
ェ
ン
シ
ャ
ン
の
女
房
の
愛
人
。

グ
オ
コ
ウ（
鍋
扣
）お
じ
さ
ん
―
―
サ
ン
グ
ア
フ（
三
寡
婦
）の
愛

人
。
弟
の
ペ
ン
コ
ウ（
盆
扣
）は
省
の
役
人
。

ゴ
ウ
ズ（
狗
子
）―
―
骨
身
を
惜
し
ま
ず
働
く
こ
と
し
か
知
ら
な

い
苦
労
人
。

ゴ
ウ
ニ
ュ（
狗
女
）―
―
ゴ
ウ
ズ（
狗
子
）の
義
妹
。

サ
ン
グ
ア
フ（
三
寡
婦
）―
―
サ
ン
バ
ン（
三
板
）と
も
呼
ば
れ
る
。

ツ
ァ
イ
ツ
ァ
イ（
財
財
）の
母
親
。
元
は
大
同
市
街
の
売
春
婦
。
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夫
が
黄
疸
を
患
っ
て
亡
く
な
っ
た
後
、
温
家
窰
に
定
住
。

サ
ン
グ
ア
フ
の
夫
―
―
大
同
の
街
か
ら
温
家
窰
ま
で
の
中
間
に

位
置
す
る
某
農
村
の
羊
飼
い
。

シ
ー
ラ
イ（
拾
来
）―
―
タ
ン
ワ（
蛋
娃
）の
妻
の
父
。
タ
ン
ワ
の

岳
父
。

シ
ー
ラ
イ（
拾
来
）―
―
タ
ン
ワ（
蛋
娃
）の
妻
。ヘ
イ
タ
ン（
黒
蛋
）

の
親
戚
の
養
女
。

シ
ャ
オ
ゴ
ウ（
小
狗
）―
―
ウ
ェ
ン
ハ
イ（
温
孩
）夫
婦
の
次
男
。

シ
ャ
ー
ト
ン
ピ
ン（
下
等
兵
）―
―
経
験
豊
か
で
見
聞
が
広
く
、

知
恵
が
あ
る
年
老
い
た
独
身
男
。

ジ
ン
ラ
ン（
金
蘭
）―
―
レ
ン
ア
ル（
愣
二
）が
片
思
い
し
て
い
る

娘
。

ズ
ー
ズ
ー（
柱
柱
）の
女
房
―
―
ラ
オ
ズ
ー
ズ
ー（
老
柱
柱
）と
ア

ル
ズ
ー（
二
柱
）が
共
有
す
る
嫁
。
カ
オ
リ
ャ
ン（
高
梁
）と
ユ

ー
ジ
ャ
オ（
玉
茭
）の
母
。
下
放
幹
部
ラ
オ
チ
ャ
オ（
老
趙
）の

愛
人
。

生
産
隊
長
―
―
温
家
窰
村
の
行
政
を
握
る
人
。

ダ
ー
ゴ
ウ（
大
狗
）―
―
ウ
ェ
ン
ハ
イ（
温
孩
）夫
婦
の
長
男
。

タ
ン
ワ（
蛋
娃
）―
―
ヘ
イ
タ
ン（
黒
娃
）の
息
子
。
言
動
が
卑
劣

で
、
人
に
嫌
わ
れ
る
若
者
。

チ
ョ
ウ
あ
ん
ち
ゃ
ん（
丑
哥
）―
―
正
式
な
名
前
は
チ
ョ
ウ
バ
ン

（
丑
幇
）。
勤
勉
だ
が
良
運
に
恵
ま
れ
な
い
若
い
独
身
男
。

チ
ョ
ウ
チ
ョ
ウ（
丑
丑
）―
―
中
年
の
独
身
男
。
チ
ョ
ウ
バ
ン（
丑

幇
）の
兄
。

ツ
ァ
イ
ツ
ァ
イ（
財
財
）―
―
サ
ン
グ
ア
フ（
三
寡
婦
）の
息
子
。

ツ
ァ
イ
ツ
ァ
イ（
財
財
）の
女
房
―
―
サ
ン
グ
ア
フ（
三
寡
婦
）の

息
子
ツ
ァ
イ
ツ
ァ
イ
の
妻
。

ナ
イ（
奶
）あ
ん
ち
ゃ
ん
―
―
中
年
の
独
身
男
。
幼
名
は
ホ
ホ（
和

和
）。
父
親
は
地
主
の
ウ
ェ
ン
シ
ャ
ン（
温
善
）、
母
親
は
ウ
ェ

ン
シ
ャ
ン（
温
善
）の
女
房
だ
が
、
実
際
は
グ
イ
ジ
ュ（
貴
挙
）

と
母
親
の
私
生
児
。

ヌ
ヌ（
奴
奴
）―
―
チ
ョ
ウ
あ
ん
ち
ゃ
ん（
丑
哥
）の
恋
人
。
炭
鉱

に
嫁
に
行
く
。

パ
イ
パ
イ（
白
白
）―
―
ウ
ー
グ
ー
タ
ン（
五
圪
蛋
）の
嫁
に
す
る

た
め
、
母
親
が
妹
と
引
き
換
え
に
も
ら
っ
て
き
た
女
の
子
。

バ
ン
ニ
ュ（
板
女
）―
―
ウ
ー
チ
ェ
ン
ア
ル
フ
オ（
五
成
児
貨
）の
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妻
。
乳
兄
弟
ナ
イ（
奶
）あ
ん
ち
ゃ
ん
の
恋
人
。

フ
ウ
ニ
ュ
ウ（
福
牛
）―
―
若
い
独
身
男
。
後
に
ウ
ェ
ン
ハ
イ（
温

孩
）の
妻
の
愛
人
に
な
る
。

ヘ
イ
タ
ン（
黒
蛋
）―
―
タ
ン
ワ（
蛋
娃
）の
父
親
。「
中
国
人
て
の

は
、
言
っ
た
こ
と
は
守
る
の
さ
」を
モ
ッ
ト
ー
に
行
動
す
る
人

物
。

ヘ
イ
ニ
ュ（
黒
女
）―
―
心
根
が
よ
い
老
女
。

ヤ
ン
ワ（
羊
娃
）―
―
若
い
独
身
男
。
温
家
窰
の
羊
飼
い
。

ユ
ー
ジ
ャ
オ（
玉
茭
）―
―
若
い
独
身
男
。
ラ
オ
ズ
ー
ズ
ー（
老
柱

柱
）の
次
男
。
家
族
に
生
き
埋
め
に
さ
れ
る
。

ラ
オ
ズ
ー
ズ
ー（
老
柱
柱
）―
―
ズ
ー
ズ
ー
と
も
い
う
。
カ
オ
リ

ャ
ン（
高
粱
）と
ユ
ー
ジ
ャ
オ（
玉
茭
）の
父
親
。

ラ
オ
チ
ャ
オ（
老
趙
）―
―
下
放
幹
部
。

ラ
オ
イ
ン
イ
ン（
老
銀
銀
）―
―
年
老
い
た
独
身
男
。
目
が
見
え

な
い
。

レ
ン
ア
ル（
愣
二
）―
―
ジ
ン
ラ
ン（
金
蘭
）に
片
思
い
し
て
い
る

若
い
独
身
男
。

レ
ン
ア
ル
の
父
親
―
―
正
式
の
名
前
は
な
い
。

レ
ン
ア
ル
の
母
親
―
―
正
式
の
名
前
は
な
い
。
子
ど
も
の
た
め

に
自
分
を
犠
牲
に
出
来
る
女
。

レ
ン
ダ
ー（
愣
大
）―
―
レ
ン
ア
ル
の
兄
。
炭
鉱
で
働
い
て
い
る
。
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第
二
話　

女
房

ウ
ェ
ン
ハ
イ
（
温
孩
）
が
と
う
と
う
嫁
っ
子
を
も
ら
っ
て
、
村
中
が
喜
ん
だ
。
だ
が
、
ウ
ェ
ン
ハ
イ
の
寝
室
の
外
で

聞
き
耳
を
立
て
た
者
が
帰
っ
て
み
ん
な
に
報
告
し
て
言
う
に
は
、
嫁
っ
子
は
ひ
と
晩
中
ウ
ェ
ン
ハ
イ
に
何
も
さ
せ
て
や

ら
な
か
っ
た
。
嫁
は
赤
い
腰
帯
を
き
つ
く
結
び
、
頑
と
し
て
ほ
ど
い
て
く
れ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
泣
い
て
、
泣
い
て
、

ひ
と
晩
中
泣
き
じ
ゃ
く
っ
て
い
た
そ
う
だ
。

そ
の
後
、
こ
ん
な
噂
が
村
中
に
広
ま
っ
た
。
ウ
ェ
ン
ハ
イ
の
嫁
は
、
ウ
ェ
ン
ハ
イ
の
た
め
に
ズ
ボ
ン
を
脱
が
な
い
ば

か
り
か
、
野
良
に
出
て
働
こ
う
と
も
し
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
ウ
ェ
ン
ハ
イ
が
畑
仕
事
か
ら
戻
っ

て
来
て
も
、
メ
シ
を
作
っ
て
く
れ
な
い
と
い
う
。
泣
い
て
、
泣
い
て
、
一
日
中
泣
き
じ
ゃ
く
っ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
、
村
中
が
騒
ぎ
出
し
た
。
夜
に
ズ
ボ
ン
を
脱
い
で
く
れ
な
い
の
は
ま
ぁ
譲
れ
る
け
ど
、
昼
間
野
良
に
出
ず
、

メ
シ
も
炊
い
て
く
れ
な
い
の
は
譲
れ
な
い
ぞ
、
と
。

「
こ
の
温ウ

ェ
ン
ジ
ャ
ー
ヤ
オ

家
窰
じ
ゃ
、
先
祖
代
々
こ
ん
な
話
は
聞
い
た
こ
と
が
ね
え
」
と
村
人
が
ウ
ェ
ン
ハ
イ
に
言
っ
た
。

「
お
ら
、
ど
う
し
た
ら
よ
か
ん
べ
？
」

「
ひ
っ
ぱ
た
か
れ
な
い
で
、
女
が
言
う
こ
と
を
聞
く
と
思
う
け
？
」
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「
そ
ん
な
こ
と
、
お
ら
に
は
で
き
ね
え
」

「
お
ま
え
の
母
ち
ゃ
ん
に
聞
い
て
み
る
と
え
え
さ
」。
顔
の
し
わ
は
耕
し
た
け
れ
ど
も
か
き
な
ら
し
て
は
い
な
い
山
の
斜

面
み
た
い
で
、
あ
ご
ひ
げ
は
ヤ
ギ
が
か
じ
り
か
け
て
途
中
で
や
め
た
土
ま
ん
じ
ゅ
う
の
草
み
た
い
な
爺
さ
ん
が
言
っ
た
。

ウ
ェ
ン
ハ
イ
が
母
親
に
聞
い
て
み
る
と
、
こ
ん
な
答
え
が
返
っ
て
き
た
。「
木
を
真
っ
す
ぐ
育
て
た
い
な
ら
、
あ
ち

こ
ち
の
小
さ
な
枝
は
叩
き
切
ら
な
き
ゃ
な
ん
ね
え
。
お
な
ご
も
同
じ
だ
べ
」

家
に
帰
る
と
、
ウ
ェ
ン
ハ
イ
は
目
か
ら
火
が
出
る
ほ
ど
嫁
を
ぶ
ん
殴
っ
た
。
顔
中
黒
い
あ
ざ
や
青
い
あ
ざ
だ
ら
け
に

な
る
ほ
ど
。

そ
の
夜
、
ウ
ェ
ン
ハ
イ
の
寝
室
の
外
で
聞
き
耳
を
立
て
て
い
た
村
人
の
話
に
よ
る
と
、
効
果
は
て
き
め
ん
だ
っ
た
。

ウ
ェ
ン
ハ
イ
は
嫁
の
上
に
跨
が
り
、
あ
れ
を
し
た
。
し
な
が
ら
、
こ
ん
な
こ
と
を
ぶ
つ
ぶ
つ
言
っ
て
い
た
と
い
う
。

「
ク
ソ
タ
レ
。
お
ら
が
お
め
え
と
し
て
い
る
と
思
う
な
。
お
ら
は
、
親
父
が
払
っ
た
あ
の
二
千
元
と
し
て
い
る
ん
だ
。

ク
ソ
タ
レ
。
お
ら
が
お
め
え
と
し
て
い
る
と
思
う
な
。
お
ら
は
、
親
父
が
払
っ
た
あ
の
二
千
元
と
し
て
い
る
ん
だ
」

「
ウ
ェ
ン
ハ
イ
の
親
父
さ
ん
も
昔
、
あ
あ
や
っ
て
ウ
ェ
ン
ハ
イ
の
お
袋
を
し
こ
ん
だ
ん
だ
」
と
、
あ
る
人
が
言
っ
た
。

こ
の
あ
と
、
ウ
ェ
ン
ハ
イ
の
嫁
は
亭
主
の
た
め
に
メ
シ
を
作
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
ば
ら
く
す
る
と
、
亭
主
が
畑
に
出
か
け
る
と
、
三
歩
下
が
っ
て
亭
主
の
後
を
歩
き
、
鋤
を
担
い
で
野
良
仕
事
に
も

出
る
よ
う
に
な
っ
た
。

畑
に
出
て
い
る
ほ
か
の
女
た
ち
は
、
ウ
ェ
ン
ハ
イ
の
女
房
を
見
つ
け
る
と
、
い
か
に
も
い
け
好
か
な
い
と
い
っ
た
風

情
で
頭
を
振
り
、
目
配
せ
を
し
合
っ
た
。

「
見
な
よ
、
黒
い
あ
ざ
。
青
い
あ
ざ
」

「
見
な
よ
、
黒
い
あ
ざ
。
青
い
あ
ざ
」
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しばらくすると、亭主が畑に出かけると、三歩下がって亭主の
後を歩き、鋤を担いで野良仕事にも出るようになった。



393　訳者あとがき

訳
者
あ
と
が
き

本
書
は
『
到
黒
夜
想
你
没
办
法
―
―
温
家
窑
风
景
』（
長
江
文
芸
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
版
）
の
全
訳
で
す
。
一
篇

一
篇
が
完
結
な
文
体
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
短
編
小
説
か
と
思
い
き
や
、
実
は
全
編
が
一
つ
に
繋
が
っ
て
い
る
長
編
小

説
で
あ
る
こ
と
が
次
第
に
分
か
る
、
不
思
議
な
魅
力
を
放
っ
て
い
る
作
品
で
す
。
読
ん
で
い
る
う
ち
に
、
黄
土
高
原
の

土
の
匂
い
が
立
ち
込
め
る
温
家
窰
の
世
界
に
い
つ
の
間
に
か
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

本
書
の
舞
台
は
、
山
西
省
北
部
の
、
地
図
に
は
載
っ
て
い
な
い
架
空
の
村
で
す
。
物
語
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大

革
命
（
一
九
六
六
年
～
七
六
年
）
の
嵐
が
中
国
全
土
で
吹
き
荒
れ
て
い
た
一
九
七
三
、四
年
ご
ろ
、
そ
の
寒
村
で
ど
ん

底
の
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
た
農
民
た
ち
の
食
へ
の
飢
え
と
性
欲
を
リ
ア
ル
に
描
写
し
て
い
ま
す
。
極
貧
の
た
め
妻
を

娶
っ
て
一
家
を
成
す
こ
と
す
ら
出
来
な
い
独
身
男
た
ち
の
話
が
頻
繁
に
出
て
く
る
た
め
、
本
書
は
海
外
に
お
い
て
『
楢

山
節
考
』（
深
沢
七
郎
）
の
中
国
版
と
も
評
さ
れ
て
い
ま
す
。
確
か
に
、
棄
老
の
風
習
は
な
い
も
の
の
、『
楢
山
節
考
』

や
『
季
節
の
な
い
街
』（
山
本
周
五
郎
）、『
忘
れ
ら
れ
た
日
本
人
』（
宮
本
常
一
）
に
登
場
す
る
、
か
つ
て
の
日
本
の
貧

民
街
や
寒
村
に
生
き
た
人
々
と
の
類
似
点
が
少
な
か
ら
ず
み
ら
れ
ま
す
。

本
書
に
劣
ら
ず
著
者
自
身
の
生
い
立
ち
も
衝
撃
的
で
す
。
一
九
四
九
年
一
月
、
山
西
省
応
県
下
馬
峪
村
に
生
ま
れ
た

著
者
は
、
生
後
七
カ
月
の
と
き
、
隣
の
家
に
住
ん
で
い
た
女
性
に
連
れ
去
ら
れ
ま
し
た
。
結
婚
後
十
年
経
っ
て
も
子
宝

に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
そ
の
女
性
は
、
自
分
に
よ
く
な
つ
い
た
著
者
を
と
て
も
可
愛
が
り
、
あ
る
日
、
著
者
を
抱
き
か
か
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え
て
逃
走
、
そ
の
ま
ま
大
同
に
住
み
つ
い
て
養
母
と
な
り
、
著
者
を
自
分
の
子
と
し
て
大
事
に
育
て
た
そ
う
で
す
。
そ

の
経
緯
は
養
母
を
題
材
に
し
た
小
説
『
換
梅（

１
）
』
に
詳
し
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
養
父
は
人
民
公
社
の
幹
部

で
し
た
。

高
校
卒
業
後
、
炭
鉱
労
働
者
、
文
化
宣
伝
工
作
団
の
楽
器
演
奏
者
を
経
て
、
七
二
年
に
大
同
市
公
安
局
の
警
察
官
に

採
用
さ
れ
ま
し
た
。
七
四
年
の
二
十
四
歳
の
と
き
、
警
察
官
と
し
て
下
放
知
識
青
年
の
一
団
を
省
北
部
の
北ベ

イ
ウ
ェ
ン
ヤ
オ

温
窰
村
に

引
率
す
る
隊
長
と
な
り
、
一
年
間
滞
在
す
る
任
務
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。　

下
放
知
識
青
年
と
は
、
文
革
中
、
毛
沢
東
主
席
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
労
働
や
思
想
改
造
の
た
め
、
都
市
か
ら
農
山

村
に
移
住
し
た
中
学
生
や
高
校
生
の
若
者
た
ち
の
こ
と
で
す
。
都
会
の
若
者
た
ち
が
慣
れ
な
い
農
山
村
で
ホ
ー
ム
シ
ッ

ク
に
陥
ら
ず
、
順
調
に
定
住
で
き
る
よ
う
に
指
導
し
、
村
人
た
ち
に
対
し
て
若
者
た
ち
を
冷
遇
し
た
り
、
不
公
平
に
扱

っ
た
り
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
役
目
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

「
あ
の
一
年
間
の
体
験
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
私
は
こ
の
長
編
小
説
を
創
作
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
」。
著
者
は

こ
う
訳
者
に
断
言
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
飢
え
と
貧
困
に
あ
え
ぐ
農
民
に
強
い
関
心
を
抱
き
、「
社
会
の
最
底
辺
に
い

る
人
々
の
生
き
様
を
描
く
こ
と
が
、
私
の
不
変
の
テ
ー
マ
で
す
」
と
あ
ち
こ
ち
で
語
っ
て
い
ま
す
。

本
書
は
、
二
十
九
の
短
編
と
最
終
話
の
中
編
か
ら
構
成
さ
れ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
の
約
五
十
人
が
登
場
し
ま
す
。

著
者
に
よ
る
と
、
第
七
話
ま
で
が
全
体
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
で
、
第
八
話
以
降
の
ス
ト
ー
リ
ー
へ
と
導
い
て
い
ま
す
。
各
話

の
登
場
人
物
と
場
景
も
互
い
に
交
差
し
ま
す
。
圧
巻
の
最
終
話
で
は
、
性
欲
が
強
過
ぎ
る
ラ
オ
ズ
ー
ズ
ー
（
柱
柱)

の

次
男
、
ユ
ー
ジ
ャ
オ
（
玉
茭
）
を
め
ぐ
る
話
の
中
に
各
話
の
主
要
人
物
を
ほ
ぼ
全
員
登
場
さ
せ
、
貧
し
く
て
も
な
ん
と

か
や
っ
て
い
た
一
家
の
壮
絶
な
悲
劇
と
し
て
完
結
さ
せ
て
い
ま
す
。

二
〇
〇
九
年
秋
、
著
者
は
日
本
中
国
文
化
交
流
協
会
に
招
か
れ
た
中
国
作
家
代
表
団
の
一
員
と
し
て
初
来
日
し
、
滞
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